別紙3

令和5年度事業計画（案）
　今年は『出雲学フォーラム』復活します。
また、出雲でスタートした“おもしろ出雲学講座”は、今年は松江と広瀬でも開催予定です。
　コロナ禍により、講座参加者の動向は変化しつつありますが、引き続き参加者の募集や当日運営等へのご協力をよろしくお願いいたします。
―――――　文化振興関連事業　―――――
（収入計450千円、支出計300千円、収支計150千円）

■「風土記談義」（自主事業）

　　平野理事・杉岡理事が風土記を読み進める講座。現在、平野理事による出雲国風土記及び杉岡理事による逸文（引用文として登場する風土記記載記事）をテーマに進行中。
　　今年は荒神谷博物館の改修工事のため、6月から1月までは会場を変更。
　　日　時　：　原則毎月第３日曜　10：00～11：30
　　場　所　：　2023年4・5月、2024年2・3月　・・・　荒神谷博物館　交流学習室
　　　　　　　　2023年6月～2024年1月　　　　・・・　斐川文化会館3階第1講義室
■荒神谷博物館特別講演会（自主事業）

　　学芸員等、専門家を招聘して行う講座。状況を見ながら実施。
　　日　時　：　原則、毎月第3土曜（ただし10月から1月までは博物館休館のため休講）
　　場　所　：　荒神谷博物館　交流学習室
■『おもしろ出雲学講座in出雲』（2年目）
　　日　時　：　原則、偶数月第4日曜　10：00～11：30　
　　場　所　：　パルメイト出雲
■『おもしろ出雲学講座in松江（新規）
　　日　時　：　原則、奇数月第2土曜　10：00～11：30　
　　場　所　：　島根県民会館303会議室
■『おもしろ出雲学講座in広瀬（新規）
　　日　時　：　5回シリーズ
　　場　所　：　未定
―――――　文化系・歴史系資料館等の管理運営及びコンサルティング事業　―――――

（収入計40,500千円、支出計40.500千円、収支計0千円）

■荒神谷史跡公園及び博物館指定管理事業

特別展「自然の祈り（巨石編）」
　　期　間　：　7月8日（土）～9月30日（土）（ただし8/15を除く火曜は休室）

企画展　3月から開催予定。
　　設備改修工事のため、10月1日～1月31日まで休館予定。
―――――　地域関連グッズ等の商品開発及び販売事業　―――――

（収入計1,800千円、支出計1,600千円、収支計200千円）

■ミュージアムショップ（自主事業）

　　博物館の魅力のひとつとして運営。引き続き魅力的な商品を集め、展開予定。
　　休館期間中は休店。
―――――　関連書籍の制作及び出版事業　―――――
（収入計3.000千円、支出計5,300千円、収支計▲2,300千円）
■『出雲弁ポケット辞典（仮）』発行】

　　・7年前から準備を進めていた出雲弁の辞典の完成を目指します。

■出雲弁「ほっこり」「ドッキリ」エピソードの収集と小冊子作成

　　・出雲弁が思わず出て笑った話、標準語だと思っていた出雲弁で会話が通じなかった話など、出雲弁にまつわるエピソードを募集。会員の皆様はもちろん、広くエピソードを集め、辞典の発行に合わせてエピソード集を作成。

■『出雲神話ゆかりの地めぐり（仮）』書籍発行

　　・神話博しまねの頃に島根日日新聞で掲載した101回のシリーズを書籍として出版。

■その他引き続き各種出版物を販売
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